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2010 年 8 月 29 日(日 )~9 月 2 日(木)、ソウ

ルの東 55km、ドラマ「冬のソナタ」のロケ地

として有名になった大韓民国江原道・春川市

(ChunCheon 人口 30万人、面積ソウルの1.8倍)

の江原大学 (KangwonNational University) に

40カ国から 3，640人のレジャー研究者と関係者

が集まり、「第 11回世界レジャー会議」が開催

された。この会議は、 1970年に「レジャー憲章」

を制定し、現在国連のレジャー問題アドバイザ

ーを務める世界レジャー機関 (WorldLeisure 

Organization : WLO 1952年創立)が原則2年に

l度開催する世界最大のレジャー・レクリエーシ

ヨンの国際会議で、 1988年に第 1回大会がレイ

クルイーズ(カナダ)で開催されて以来、第2回

シドニー(オーストラリア)、第3回ジャイプー

ル(インド)、第4回カーデイフ(英国)、第 5

回サンパウロ(ブラジル)、第6回ピルパオ(ス

ペイン)、第7回クアラルンプール(マレーシア)、

第8回ブリスベン(オーストラリア)、第9回4克
州市(中国)、第 10回ケベック(カナダ)と回

を重ねてきた。アジアでの開催は今回で4回目と

なる O 今回の総合テーマは「レジャーとアイデン

テイティー」で、 5日間に 7人のキーノート・ス

ピーチと 9つのセッション(シンポジウム・ワー

クショップ・口頭発表)、 6つのポスターセッシ

ョンが実施され約 700題の発表があった。日本

人は 16題の口頭発表と 7題のポスター発表を行

ったが、日本レジャー・レクリエーション学会の

1 上智大学

Sophia University 

田中伸彦理事(東海大学教授)は、 3日目に「日

本の里山における森林エコシステム・サービスと

ツリーズムの可能性についてJポスター発表を行
った。

写真1 田中伸彦JSLRS理事(中央)のポスター発表

今回の会議は、韓国保健体育レクリエーショ

ン・ダンス学会 (KAHPERD)がソウルオリンピ

ック記念事業として固からの援助を受けて海外か

ら研究者を招待して開催している「国際スポーツ

科学会議 (rssc)Jと合併 (8月29~ 31日)す
る形で行われ、海外から 23人の研究者がゲスト

スピーカーとして招かれた。筆者は、 KAHPERD

に加盟している韓国レジャー・レクリエーション

学会 (KoreanSociety of Leisure and Recreation)が

主管するレジャー・レクリエーション学専門分科

会のゲストスピーカーとして招かれ、「日本レジ

ャー・レクリエーション学会46年の歴史と日本

のレジャー・レクリエーション研究の動向」につ



108 レジャー・レクリエーション研究67，2011 

写真2 左から筆者、金 KSLR会長、

ケーシー WLO会長

いて発表した。発表後、多くの質問があり、日本

のレジャー・レクリエーション研究に対する韓

国の研究者の関心の高さに驚いた。また、参加者

の大多数は韓国人であったが、発表はすべて英語

で行われ、発表後、座長が発表内容を韓国語で要

訳する形で進行された。韓国の大学にはレジャ

ー-レクリエーション学の博士号をアメリカで取

得した大学教員が少なからず存在していることが

印象的であった。今回、筆者が発表したことがき

っかけとなり、韓国レジャー・レクリエーション

学会の金俊姫 (KIM，Jun Hee)会長を団長とする

大学教員と大学院生計 7 名が 11 月 26 日(金)~

28日(日)東京農業大学で開催された日本レジ

ャー・レクリエーション学会大会に参加し、大学

院生4名が英語でポスター発表を行った。金会長

は、今後両学会が交互に発表者を派遣して日韓の

学術交流を深めていくことを提案され、日本レジ

ャー・レクリエーション学会としても前向きに検

討していくことになった。今回この会議に参加し

て分かったことは、韓国にはレジャー・レクリエ

ーション関係の学会が3つ存在することである。

その3団体とは以下の通りである O

(1)韓国レジャー・レクリエーション学会(Korean

Society of Leisure and Recreation: KSLR)一韓国保

健体育レクリエーション・ダンス学会(KAHPERD)

に加盟する学会。 1984年創立。創設者の高麗大

学Kim，O-Jung教授(故人)は日本レクリエーシ

ヨン学会会員であった。日本レジャー・レクリエ

ーション学会との交流再開を希望している O

( 2 )韓国レジャー文化学会 (KoreanSociety of 

Leisure and Culture Studies : SLCS)一春川市と共

に今回の世界レジャー会議のスポンサー。

2000年創立。日本余暇学会と協力関係にある。

( 3 )韓国スポーツ・レジャー学会 (KoreanSociety 

of Sports and Leisure Studies : KSSLS) 今回の世

界レジャー会議には直接は関係していない。 1990

年創設。

写真3 ワールドレジャートレードショー会場

今回韓国春川市は、新たな試みとして世界レジ

ャー会議と並行して、広大な衣岩レジャースポー

ツタウン (SongamSports Town)内に 5，600m2の

大展示場を作り、約 300のレジャー・レクリエ

ーション関係ブースを設置(出庖料無料)して、

「ワールドレジャートレードショー」を開催した。

また、同会場と衣岩湖・大龍山で「レジャー体験

を通した生活の質の向上」をテーマに「第1回ワ

ールドレジヤ}ゲームズ」が開催され、水上スキ

ー、ウエークボード、ダンススポーツ、スポーツ

クライミング、アクションスポーツB3 (スケー

トボード・ノtイシクルモトクロス・インラインス

ケートのエクストリームスポーツ 3干重目)、パラ

グライダー、ビリヤード、インラインスケート、

スポーツフイツシング、模型飛行機、 B-boy(ブ

写真4 ワールドレジャーゲームズ

「フロアーボール」体験コーナー
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写真5 世界初のアクションスポーツ83用

常設スラローム場

レイクダンス)，ジョック(韓国発祥のフットバ

レーボール)の国際・国内大会や体験イベントが

行われた。このワールドレジャーゲームズには、

67カ国 14，927人が参加し、世界レジャー会議と

合わせると、参加者は 76カ国 18，567人、観客延

べ97万人、ボランテイア 1，800人となり、ソウル

市の水源地のため工場を建てることが規制されて

いる春川市の地域おこし策としても成功を収め

た。参加国の大陸別内訳は、アジア 24カ国、ヨ

ーロッパ35カ国、アメリカ 10カ園、アフリカ 5カ

国、オセアニア 2カ国であった。春川市は、この

ワールドレジャーゲームズのために 1000億ウォ

ン(約 70億円 1ウォン=0.07円で換算)以上

を投じて世界初のB3用常設スラローム場や国際

規格のスポーツクライミング場などの施設を作

り、今後も春川市のイベントとして 2年毎に継続

開催して春川市を世界的なレジャー都市として発

展させていく予定だと発表しているO また、韓国

政府もソウルからの高速道路と鉄道など交通イン

フラを新たに整備するなどの支援を行っている。

孫段男 (SON，Eun-nam)大会組織委員長の報

告によると、今回の3つのイベントの総運営経費

は147億ウォン(約 10.3億円 1ウォン=0.07 

円で換算)で、その内訳は会議21億ウォン(約

1.5億円 14.3%)、競技会43億ウォン(約 3億

円 29.2%)、展示会 20億ウォン(約l.4億

円 13.5%)、広報・イベント経費 41億ウォン

(約 2.9億円:28.0 %)、事務局運営費 22億ウォ

ン(約1.5億円 15.0%)で、韓国政府が約 26

億ウォン(約1.8億円 17.7%)、江原道(日本

の県にあたる行政区分)24億ウォン(約1.7億

円 16.4%)、春川市が 97億ウォン(約 6.8億

円:65.9 %)を負担した一大プロジェクトであ

ったといえる O

世界レジャー機関は、今後下記の世界レジャー

会議の開催を決定している他、第 2回世界レジ

ャー博覧会を第 1回が開催された中国杭州市

(Hangzhou) で 2011 年 9 月 17 日 ~ll 月 18 日に

開催する予定である。

2012年 第 12回世界レジャー会議

イタリア リミニ市 (Rimini)9/30-10/3 

2014年 第 13回世界レジャー会議

アメリカ アラパマ州 モービルベイ

(Mobile Bay， AL) 

1964 年 10 月 2 日 ~7 日に大阪・京都で世界レ

クリエーション大会を開催して以来、日本で大規

模な国際レジャー・レクリエーション研究大会は

開催されていない。日本のレジャー・レクリエー

ション研究の質の向上と国際化のために、アジア

ですでに 4回も開催された世界レジャー会議を近

い将来日本で開催することが望まれる。
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